
平成２７年度 学力向上を図るための全体計画 墨田区立八広小学校

１．平成２７年度学習状況調査の結果から ２．調査結果のまとめと分析

２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 ①２６年度に比べ、区または国の平均を上回った学年・教科が以下 ①しっかり話を聞くことができる子供が多い。日頃の授業が充実
のとおりになった。 しつつあると考えられる。今後、興味・関心 さらに思考力・判
２年 国・算 ３年 国・社・算 ４年 社 ５年 国・社 断 力・表現力を高める指導の工夫が必要である。

強 △話す・聞く能力 △伝統的な言語文化 △話す・聞く能力 ６年 社 ②基礎学力の定着を図るため、学ぶ姿勢の育成や朝学習・家庭学
△書く能力 △知識・理解・技能 ３つの学年の国語の力が改善した。ここ数年取り組んでいる辞書 習の意図的計画的な指導を行っていく。

国 み 引き学習の成果であると思われる。 ③全教科を通して表現力に着目し、自分の思いや考えをしっかり
低・中学年の算数は少人数指導の下、着実に学力が定着してい 文章に表すことや文章をじっくりと読む活動の時間を確保する。
るものの、学年によるバラツキが見られる。 グループによる学習や教え合い授業など形態を工夫し自らの意見

▼全体的にやや低い ▼書く能力 ▼話す・聞く能力 ②学年による学力の差に開きが見られる。また、二極化が疑われる や考えをもたせることが重要である。
語 弱 ▼書く能力 教科・学年が見られる。 ④少人数指導で個に応じた指導の充実を図るとともに、問題解決

▼読む能力 ③国語では表現力に課題のある学年が見られるものの、全体として 型の授業を意図的に行い、筋道を立てて考える力の育成を図る。
み は、知識・理解・技能を中心に着実に学力が身に付いている。 ⑤校内研究で培った意欲を高める授業を進めていく。

④５年生の社会は高得点である。 ⑥引き続き、子供たちが興味関心を引く授業を行うとともに課題
⑤意識調査から授業を集中して受けている児童が多いが、学年によ 解決学習の授業を推進していく。

強 △図形 って差がある。 ⑦一クラスの人数が多く、効率的な指導を目指す結果として教師
算 ⑥読書の量がやや少ない 主導型の授業が多い実態から、今後は問題解決型の授業や体験

み ⑦家庭学習の充実が不可欠である。意識調査でも家庭学習力が低 学習的な授業を意図的に取り入れていく必要がある。
い。 ⑧若手の教員が多く、月 1回若手教員の研修・研究の機会を設定

⑧テレビ、ゲームの視聴時間も長い。家庭と連携を図る必要がある。 する。
数 ▼活用(表現力) ▼数量関係 ▼全体的にやや低い ▼量と測定

弱 ▼記述式回答 ▼知識・理解 ▼知識・理解
▼技能

み ３．後期重点的に取り組むべき課題

①東京未来大学との共同研究で進めている児童の意欲的な学習態度の向上を目指し、自分の考えや感想を文章に表したり、ノート、カー
△関心・意欲・態度 ドやワークシートの記入の仕方や、自己の考えを分かりやすく相手に伝える力を向上させる。

強 △科学的な思考・表現 ②基礎学力のさらなる向上を目指す。特に基礎学力を図るために授業と家庭学習の連携を計画的に実施し、日常の教科学習での補充的な
理 △観察・実験の技能 取組を行っていく。

み ③全教科を通して活用力の「表現力」に着目し、自分の思いや考えを確実に文章に表すことや、文章をじっくりと読む活動の時間を確保
する。

弱 ▼全体的にやや低い ▼関心・意欲・態度 ④児童の知的好奇心を引き出し、一人一人に課題をもたせ、問題解決型の達成感のある授業の改善に努めていく。
科 ▼思考・判断・表現 ⑤朝学習での読書活動や日常の読み聞かせ活動の他、一人一人の読書量を増やし、読書の励行に努める。

み ▼観察・技能 ⑥家庭と連携して自ら学ぶ力の育成のために家庭での学習習慣の確立を図る。

強 △活用 ４．目標を達成するための具体的な取組 ５．設定した目標の達成度を測るための指標
社
み （１）日常の指導の充実のための取組 (１)日常指導の充実のための取組

①東京未来大学との共同研究を生かし、適切な指導を進める。 ①単元ごとの評価テストで 80％の児童
ア、東京未来大学との共同研究を進め、児童のモチベーションを引き上げ、 が期待平均点以上がとれるよう日常の

会 弱 ▼全体的にやや低い ▼関心・意欲・態度 研究成果を日頃の授業実践に生かした「研究の日常化」を実現させる。 指導の充実を図る。
▼知識・理解 ▼思考・判断・表現 イ、低・中学年には少人数指導やＴＴ指導を充実させ、個に応じた指導の充 ②すべての児童の読書量は年 20 冊以上

み ▼観察・資料活用 実させ、基礎学力の充実を図る。 を目指す。
▼知識・理解 ②学習形態の多様化を図る。 ③校内研究・学習意欲を高めるための指

ア、問題解決学習や体験学習を多く取り入れ、児童が自ら課題を設定し、課 導に基づく授業研究を推進し、全員が
△「家族のささえ」「友達のささえ」「学級の絆」が強みである。 題解決を通して自ら考え判断できる能力の育成に努める。 年１回は研究授業を行う。

質 ▼「いじめのサイン」「家庭学習力」「規範意識」が課題である。 イ、各教科の学習において、学習の成果を発表する機会を設定し、楽しさと
いつも、コツコツ勉強している やりがいを感じながら学習を進められる環境作りに努める。 (２)学力向上のための取組

意 問 ― ― 肯定率 ６２．５ 肯定率 ６３．６ 肯定率 ５２．０ ウ、全教科を通して「書くこと」に重点を置き、自分の考えや感想を文章に ①東京未来大学によるモチベーション
本や新聞を読んでいる 表したり、ノートやワークシートの記入の仕方を継続的に指導する。 アンケートで、９月の数値を１月に

識 紙 ― ― 肯定率 ５８．３ 肯定率 ７０．４ 肯定率 ６６．０ ③全校体制で読書指導の充実を図る。 は１０％以上向上させる。
授業に集中できないことがある ア、学校図書館を整備したので、さらなる有効活用を推進する。 ②学校関係者評価で「学校に楽しく通学

調 回 肯定率 ６４．１ 肯定率 ５８．３ 肯定率 ３９．６ 肯定率 ６３．７ 肯定率 ４４．０ イ、朝学習での読書活動の定着を図る。 している」の項目で 95 ％が肯定する
家で、ほぼ毎日勉強している ウ、地域人材を活用した読み聞かせ活動の充実と読書習慣の定着を図る。 ように魅力的な学校作りを推進する。

査 答 肯定率 ７５．０ 肯定率 ７３．２ 肯定率 ５３．１ 肯定率 ５６．８ 肯定率 ６０．０ ③後期児童アンケートを実施(１月)し、
家でゲームをする時間を決めてやっている （２）自主的な学習の推進のための取組 「授業が分かった」「授業が楽しい」

― ― 肯定率 ６０．４ 肯定率 ５５．７ 肯定率 ４８．０ ①学習の習慣化を図る。 といった授業満足度を調査し、80 ％
ｉ △家族のささえ △友達のささえ △学級の絆 △家族のささえ △家族のささえ ア、朝学習の時間を確保、活用し、基礎的基本的な事項の意図的・計画的な 以上を肯定的な回答にする。
チ △学級の規範意識 △先生のささえ △生活習慣 △友達のささえ △感動体験 指導の徹底を図る。
ェ △対人ストレス △成功体験と自信 ▼規範意識 △先生のささえ △他者からの評価 イ、自ら計画し実行できるよう家庭学習に対する指導の徹底を図り、その
ッ ▼思いを伝える力 △充実感と向上心 ▼いじめのサイン △学級の規範意識 ▼規範意識 習慣化を図る。
ク ▼いじめのサイン △他者からの評価 ▼学習習慣 △学級の絆 ▼社会参画 ウ、放課後学習教室・土曜授業のさらなる充実を図る。

△問題解決力 ▼学習習慣 ▼学級の規範意識
△学級の絆 ▼学級の絆
▼いじめのサイン ▼学習習慣


